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試される信仰（ヨハネ6:1-13）
　今日の聖書の箇所はとても有名な部分であり、5つのパン、2匹の魚で5千人以上の人を食べさせたイエス様の奇跡のお話です。もちろん、困っている人々に奇跡をもってパンを食べさせたということも大切な内容ですが、今日の聖書の箇所は単純に困っている人をイエス様が助けたという話ではありません。それよりもっと重要な、大切なメッセージがここにはあります。特に5節を見るとこのように書いてあります。「イエスは目を上げて」。6節を見ると「もっとも、イエスは、ピリポをためしてこう言われたのであった」と。ピリポを試されたと聖書は書いてあります。最初からパンをもって5千人の人を食べさせれば結構なのに、まず、そこに来ていたこれからイエス様とともに聖なる福音宣教の働きをしていかないといけない弟子たちに質問されました。「どうしたらいいのか」と。イエス様がこれからなにをどうなさるのかすべてご存知の上で、それを隠し質問をされました。「どうしたらいいのか」。それで弟子たちの反応を待っていらっしゃったという意味でしょう。すべてご存知の上で試すためにイエス様は試されたと聖書は記録しています。これがこの5つのパンと2匹の魚で奇跡を起こされたことの一番重要な部分です。私たちはつい奇跡に目が行くばかりになりがちなのですが、そうではなくメッセージがあります。とてもとても重要なメッセージがあります。今日を生きるクリスチャンの私たちが様々な場面、特に困った様々な状況において勝利するためのメッセージ、答えがそこには隠されているということを覚えていただきたいと願います。
　大勢の人がイエス様についていくうちに、なにも食べる余裕がなかったので、たぶん、だいぶお腹がすいていたでしょう。ある意味、今この群れが食事ができないということはそんなに困っている状況ではありません。しかし、小さかれ多かれ私たちは人生を生きていくうちに様々な困った状況に直面するようになります。予想している場合もありますが、だいたい予想だにしていない状況に遭遇するようになるのが人生です。ときには家族団らんでハッピーに過ごしたいと願っていたのに、家族のだれかが病気にかかって、しかも重い病気にかかる場合もあります。それから、順調に貯金を貯め、「こうしたい。ああしたい」と計画を立てたのに、いきなりリストラされる場合もあります。また、計算通りいかないで、経済的に困ってしまう状況もあります。ときには、中々、耐えられないでしょうが今まで信頼していた人、あるいは組織などに裏切られる場合もあります。韓国のことわざでは「信頼していた斧に自分の足が刺された」というのがあります。日本ではそれをどのように表現しているのかよくわかりません。そのような場面もあるかもしれません。いろいろな状況に直面し、そのときに一番真っ先にどのような反応になるのかと言いますと、「どうすればいいか。どうすればこの場面を克服し処理できるか」ということがだれにでも、良い人悪い人、能力のある人無い人関係なく、真っ先にそれが思い浮かぶのです。それが一番真っ先に走るでしょう。「どうすればよいか」。つまり、とにかくこれを処理しなければいけないのにと、処理がテーマになってそれを処理するための方法を求め、あるいはそのための奇抜なアイディアなどを求めるようになります。そして、それがごく自然で当然で当たり前なことになっています。そういう中で、中々、処理する能力に優れている者がいる場合は評価されます。優秀な人材、人間と評価されます。もちろん、処理する能力がなく、無能力な状態でいるということが良いという話ではありません。でも、処理することが真っ先にテーマになり、処理する能力のあるものが優秀な人材として評価されるということが本当に１００％正解なのでしょうか。問題はクリスチャンの私たちでさえ、「そういうもんだ」とこれっぽっちも疑わずに当たり前なことに思っています。だから、私たちも今日の聖書の場面のピリポが質問されたように、その質問の前に立ったとき、なにかの困った状況にぶつかったときに、処理ということが一番真っ先にテーマになってしまうのではないでしょうか。処理できたのか、できないか、できないか、できるだろうかなどがテーマでしょう。たとえ処理できた場合には「良かった。神様が祝福された」と言い、処理できていない場合は「どうして。なんで。だめだ」というようになる者ではないでしょうか。

そこで私たちはクリスチャンとしてこのようなことを踏まえて吟味しないといけないと思います。もし、神様がその人とともにおられて同行なさって祝福される状態、そのような人生であれば、それでも処理が第1のテーマでしょうか。処理の方法を求めることが最善でしょうか。また処理の能力に優れている者が優秀だと評価されるものでしょうか。よくよく考えてみてください。私たちは神様抜きにして考えてきたことが仕方がなく、当たり前なものになっています。そこを「そうではない」と神様のことを前提にして切り込んで踏み込んでいくことは癒されることです。せっかくクリスチャンになっているのに、なぜそのように考えようとしないのでしょうか。クリスチャンで「イエスが世に来られた。クリスマス、ハレルヤ。キリスト」と告白し、せっかく他の人は遊びに行っているのに礼拝の場に来てここで一緒に礼拝をしているにもかかわらず、なぜその部分に対しては世の中の人と一緒なのでしょうか。だから、ものすごくもったいないし、悔しいことになります。本当に困った状況に遭遇した場合に、処理ということが第1テーマでしょうか。どのようにすれば処理できるかという方法が優先でしょうか。皆さんがどのように今まで思って、どのように対処してきたのでしょうか。それに対して吟味したことがあるでしょうか。聖書はそういう意味でイエス様が今日、質問なさったように今のクリスチャンの私たちにもいつも質問なさいます。「どうしたらいいのか」。もし神様がともにおられ、神と交わることができ、神の祝福がなにか分かっていて、神様が私たちを守って導かれるということが分かっている人であれば、処理が先ではなく、まず神を見上げて神様に尋ねるでしょう。それが当たり前ではないでしょうか。
それから、神様に頼り神の導きを求めるようになるのが、逆にそちらのほうが当然で当たり前ではないでしょうか。もちろん、処理能力があるということは無いより良いかもしれません。今それを否定するつもりはありません。ただ、今申し上げたいのはクリスチャンでさえ、せっかくクリスチャンなのに吟味しようとしません。よく吟味して考えてみましょう。ちょこっとだけでも吟味すると「ええ。違うのではないか」と思われるはずなのに、信仰生活20年になっていても1回もそのような思いをしないまま「ハレルヤ」と過ごしています。考えてみてください。処理が第1でしょうか。処理能力があるかどうか、処理の方法があるかどうかが第1テーマでしょうか。それを逆に言いますと、神様がともにおられ神様に守られるということが全部破れた結果、生まれたものではないでしょうか。神様から離れ、神様がいらっしゃらないので神様との関係が破れてしまった結果、そこで第1に認められるのが「どのようにすれば処理できるか」と処理能力のある者が認められる世界になってしまったのではないでしょうか。だから、処理が第1テーマになって、処理能力があり処理したということが悪いわけではありませんが、でもそれ自体は吟味してみると神様がともにおられて、神様が同行する状態が破れたという裏返しではないでしょうか。そうではありませんか。私はそう考えます。サタンのクリスチャンに対する一番の攻撃は吟味して正しく聖書に基づいて、霊的なことを基準にして考えることをできないようにすることです。他のことはものすごく神経を使って細かく考えます。でも、このことは考えようという気にもならないように、何らかの形で邪魔します。そうすると、20年経ってもいつもそのままで成長がまったくありません。ちょっとだけでも正しい方向で吟味して考えればよいのに。これからはひとつひとつの御言葉をもって吟味して考えるような姿勢を持つようになっていただきたいと思います。だから、私たちはもう神から離れて生まれてそこを先に生きてきたのでそちらが当たり前で慣れています。それにブレーキをかけて「そうではないのだ」といつも心がけないといけません。困った状況、なにかの問題があれば処理が第1テーマでしょう。今でも私たちはそれがテーマです。処理できれば、処理する方法があればうれしいし、そうでなければ泣くしかありません。いつもそれに捕らわれるしかないのではないでしょうか。世の中はそうかもしれません。クリスチャンは違います。処理を先に優先に考えるということは、神がともにおられるという祝福の状況はすべて壊れているという裏返しです。ですから、なにかの状況の中で私たちはその神様がともにおられるクリスチャンとして回復されています。

それゆえ、クリスチャンの私たちは今までのパターンではないのでブレーキをかけていつも質問が先です。「どうしたらいいいの。今までのパターン通りではなく違うでしょう」と聞いてください。それが試されるということです。なにかの状況は「それが悪い、良い、どうなるのだ、どうしたらいいのか」がテーマではなく、まずどのような状況であっても神様は質問されます。試されます。なにかの状況は私たちを試される状況です。これが第1です。もちろん、能力のある人は一生懸命頑張って勝利するかもしれません。でも、全部やってから最後にそれが祝福になりません。今まで経験したことがないでしょうか。なにかの状況、それが私たちの普通の人間的な基準から見たときには良い、悪いといろいろあるかもしれません。でも、それはクリスチャンの場合は失っていた、元々、神様がともにおられたときの信仰の回復のために私たちが試される場面です。それをぜひ覚えてください。皆さんが今、それぞれいろいろな状況、場面におかれていらっしゃると思います。それが人間関係の問題なのか、経済的な状況なのか、健康な様々な問題なのか、皆いろいろなことがあると思います。進路のことや恋愛のことや夫婦の間、あるいは自分自身の内側にある様々な弱さや、いろいろなどうにもならない習慣の問題などがあるかもしれません。もし皆さんがクリスチャンであればそれは「どうしたらよいのか」と処理を先に考えるためのテーマではなく、皆さんが今試されているということを覚えていてください。それでイエス様はピリポに質問されました。試して質問されたと。皆さんの状況、これからどうなるのか、イエス様はすべてご存知です。そこで神様がどうなさるのかもすべて計画済みです。ただ、それは神様がなさればよいです。神様にとって、私たちにとってもっと大事なのは、それがどうなるのかの前にそれをとおして皆さんが信仰を試され、本当に信仰告白ができるかできないかを見ていらっしゃるのです。それをテストと言います。テストによって、合格、不合格によってなにかをするためではありません。次のステップ、次のより大きな本格的な祝福の方に持っていくためにそれが必要なので試されます。皆さんを愛しているからです。ですから、状況などを勝手に判断し、またその前に立っている自分自身を見て勝手に評価したりしないでください。よい悪い、不幸ダメ、うれしいなどと勝手に評価しないでください。まず、それが第1ではありません。処理できるかできないか、できた、できていないということをテーマにしないようにしてください。皆さんはクリスチャンです。信仰が試されるということをまず覚えていてください。クリスチャンの目の前にある状況はすべてクリスチャンの信仰が試されるためのものです。それが順番として第1です。今日の彼らがおかれている状況はイエス様が質問されました。「どうしたらよいのか。5千人以上の人をちょっとだけ食べさせても200デナリかかり、ものすごい金額です」。もう一人の弟子は2匹の魚と5つの麦パンがあって、これが今私たちの手にあるすべてなのにこれで何ができるのでしょうか」と言いました。確かにそういう状況です。私たちがぶつかる様々な状況はやりやすいときもありますが、私たちの人間的な力の限界を見るしかない、限界を認めるしかない状況もあります。でも、その状況の中でも試されます。

それから、今この状況だけを見ていても、いろいろ精一杯計算しても、計算にどうしても当てはまらない、計算に合わない状況などもあります。先ほどもいろいろ申し上げましたように、ときには皮膚に肌に触れるくらいものすごく生活そのものが切実な状況などもあります。ある人は明日食べるお米がありません。日本ではあまりそういうことはないのでしょうが、そういうこともあります。もちろん、劣悪な環境にある国の人は子どもが病気なのに薬を子どものために使う余裕もないという状況もあります。本当にこのまま死ぬかもしれません。切実な肌に触れるような状況などもあるかもしれません。でも、そのような状況であっても神様はご存知で、そこでも「どうしたらよいのか」という処理ではなく信仰が試されます。条件はひとつだけです。もしイエス様を信じる信者であれば、今弟子たちに質問されました。弟子たちはすべてを捨ててイエス様に従っている人々です。もしイエス様を信じる者であれば、もしイエス様がともにいる者であれば。この中で「イエスと私とは何の関係もない、イエスはだれ？」という方は例外です。その人々は「どうしたよいのか」と処理をテーマにして、それに一番適切な、ベストな方法を求めないといけません。でも、もし皆さんがイエス様を救い主として信じて、ほとんど忘れて生きているでしょうがまじめに考えたときに「イエス様は私と一緒にいます。私はイエス様のものです」という信者であれば、どのような状況でも信仰が試されます。第一、すべてご存知です。どのような信仰でしょうか。イエス様がピリポに5千人以上の人に食べさせるには200デナリ以上のお金がかかるということを知らないで質問されたわけではありません。そのような状況、限界をはるかに超える人間の力ではどうにもならない状況、その人の弱さでは、その人の今の能力を見るとどうにもならない、とんでもない状況であることをすべてご存知なのです。それが家庭内の状況でしょうか。自分の内側の問題でしょうか。ご存知の上で質問されます。今まで、問題がイエスが一緒にいらっしゃるかどうか、もし一緒にいらっしゃればそのような状況の中でも、今まで見て来たでしょう。あなたに質問されます。あなたの目の前にいるこのイエスがだれなのかわかるか、つまり、そのような状況の中で「いや。200デナリでも足りません」ということもイエス様はそれをご存知です。ご存知のことを質問しないでください。2匹の魚、5つのパンがありますが、これではどうにもなりません。イエス様はそれくらいの常識は分かっています。それをぶつけることはしないように。今そのために質問したわけではありません。そのためにその状況を与えられたわけではありません。そこでイエス様が求めていらっしゃるのは、それにもかかわらず、「あなた、イエス様はキリストではないでしょうか。あなたはキリストです。私が信じているイエス様はキリストです。私はこんなに無能な者で弱さを抱え、状況が限界がはるかに超える死の影の谷を歩くような険しく厳しいどうにもならない状況であるにもかかわらず、「イエスはキリストです」とこれを真っ先に一番先に告白できるかどうかが試されるのです。38年もの間病気を患っていた者をイエス様は癒されました。あなたがたは見たでしょう。その前もいろいろありました。いろいろなお話を聞きました。この困った状況の中でその信仰が適用されます。だから、状況が厳しい、やりやすい、こうだ、ああだという前に、順番がものすごく大切です。冒頭で申し上げましたように、もし神が同行なさるのであれば状況がどのような状況なのかの前に、神に尋ねて噛みに伺うようになるというのが順番として第1でしょう。それが破れたからどうしたらいいのかを考えるのでしょう。イエスが今、ともにらっしゃいます。そのイエスがキリストであれば、方法を考えたり処理を考える前に、まずなにもかもまるでアホみたいに、白紙のような状態で「分かりません。しかし、あなたは神の御子、イエス・キリストです。あなたはキリストです。あなたは真の創造の神様ではないでしょうか」と告白しましょう。だから、イエス様が本当に求めていらっしゃったのはピリポにこの質問をされたときに、ピリポが「計算的にはこうなのだけれども、私はその計算を無視します。イエスはキリストです。主がなさればできます。主にまかせます。主がご存知です」これが返事です。でもそれをしませんでした。なぜでしょうか。処理が当たり前だからです。困った状況は処理すること以外にはなにもないと思い込んで洗脳され生きてきたからです。神から離れ神なしで生きてきたことがしみ込んでいるからです。イエスはキリストです。聖書のすべてが実はそのようなメッセージであり、その代表的なケースが詩篇２３篇を見るとダビデは死の影の谷の状況の中で「どうすればよいのでしょうか。いつになったらこれがよくなるのでしょうか」と言わないで「主は私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことはありません」と告白します。今の言葉で言うと「イエスはキリストです」これを先に告白するかしないかの戦いです。サタンは状況をもってこの信仰を隠し、信仰を食い尽くして信仰告白を奪っていくものです。そうすると、処理したのかどうかは関係なく、その次は祝福にはなりません。でも、クリスチャンの私たちでさえ困った問題があれば、とにかく解決すればベストだと思い込んでいいます。この信仰告白なしで解決したからといって皆さんの祝福になると思いますか。私たちは小学校でＩＱが２ケタしかない単純な動物でしょうか。そうではありません。よくよく考えてください。どのような状況でもその状況はついつい私たちは忘れますが、だから、あえて歯を食いしばってでもずっと覚えて「そうしよう。そうしよう」と練習してください。どのような状況でもつい計算、つい限界、つい感情、つい自分のなにか、つい自分の意見、予想などいろいろ働きますが、それを全部無視して真っ先になにがどうなろうが関係なく、「イエスはキリストです」という告白を先に神様は求めていらっしゃいます。

縮めてもう一度言います。すべての状況はクリスチャンにとって信仰告白が試される場面です。だから、そこをいつもクリアしないといけません。もしこれが理解できて、これを実践しようとすれば皆さんはものすごく変化があり、また暗闇の力が砕かれ癒しの祝福を具体的に味わうようになると思います。このようなことが理解できることをいやしと言います。心がぐじゃぐじゃしているのにすっきりしたというのは結果であって、それは次に別の問題が起こると傷になります。キリストの癒しはそういうものではありません。それほど、イエス・キリストがともにおられる、イエス・キリストを信じているクリスチャンというものは違います。すごい祝福の勝利の存在です。それで試されるのに順番が神から離れて以来変わってしまったのですが、変わったままなのです。そこをまた元に戻し順番を変えないといけません。どのような状況であっても「知らない。イエスはキリストです」と。それがどういう意味なのかよく考えてください。意味も知らないで「イエスはキリストです」ではなくて。イエスはキリストというのは細かくここで長く説明しなくても、これからもずっと聞かないといけないし、思い出さないといけませんが、イエスはキリストですというのは、なるほど私の人生の過去現在未来にまですべての問題を十字架において終わらせたすべての問題の解決者、今も生きている勝利の主という意味ではないでしょうか。今まで知らないで騙され迷いつつ、それで苦しんでいたことが騙されていたことであって、そのすべてを終わらせる唯一の希望、人生の答え、道です。今まで親のせい、なにかのせいと思っていたことはスッキリ全部消えないといけません。キリストにしか答えはないからです。答えは親が優しいから、ダメだからではなく、キリストが答えです。すべてを振り払ってキリストに集中するように、これがキリストです。私が信じているイエスはキリストです。この告白が試されます。そうなると、今まで「どうにもならない、どうしたらよいのか。だめだろう」と思っているその状況が同じ状況なのに、状況を見る見方が変わります。状況を見る目線が変わります。どのように見えるのでしょうか。たぶん、ピリポにイエス様が言われたあと、アンデレや他の弟子たちが「こういう状況です。でもイエスはキリストです」となるとそれを見たときに「これでどうなりますか」ではなく、「もはやこれは私たちの課題でもない、問題ではありません」と見えるでしょう。同じ状況なのに。５千人以上の人が食べるものに困っている状況はなにも変わりません。でも、「どうしたらよいでしょうか」ではなく、「イエスはキリストです。主がどうなさるのかまだわかりませんが、すべての問題はもう終わりました。問題ではありません。死の影の谷を歩いているときでも問題ではありません」というような見方を持つようになるでしょう。子どもの信仰が順調に育てばよいです。祈るべきでしょう。でも、そうでない場合もあります。しかし、その前でも「イエスはキリストです」。「なぜそうなの？」ではなく「イエスはキリストです。そうならばこれも問題ではない。祈りの課題であって問題ではない」です。すべての問題は終わりました。その解放の祝福を味わうとともに、処理できるかできないかに左右されない根本的な平安の状態を保つようになります。それが大切です。人生に勝利するためには。皆さんがクリスチャンになったからといって、献金をたくさんさせるからといって、人生の中で困っている状況などが一切訪れないで皆さんを避けていくということはありません。神様の様々な御心によっていろいろ状況に遭遇するようになります。いつも優しい人間ばかりに出会って人生を生きるわけではありません。いろいろな人と出会うようになります。しかし、そのすべてが私たちにとっては信仰告白が試される機会であり、チャンスでありタイミングです。そうすると、ものすごく悪い人間も見方が変わります。すべての問題は終わり。私にとって問題は一切ありません。私の味方になるか、あるいは反対に迫害するか関係なく、私には揺るがない平安があります。どうなっても構いません。これがクリスチャンの祝福です。その次から必ず違います。皆さん、この経験をしないから伝道者としてのこの次に備えられている祝福を一度も正しく味わっていないかもしれません。いつも荒野をグルグル回るだけでもったいないのではないでしょうか。順番を切り替えるだけです。たとえ状況がすぐに変わらない、逆にもっと悪い方向に見えるかもしれません。それでもイエスはキリストです。問題は終わり、私にとって問題ではありません。根本的にどうなっても構わないという平安を保たないといけません。いつも私たちはこうならないといけない、こうならなくてはというものを持っているから、そうなればよいとも限らないのにそうならないと「教会に行かない方がいいか」とかいろいろ考えます。そのままで１０年、２０年教会生活が続きますと最後に子どもたちに残るのは不信仰しか残すことができません。ものすごく単純でひとつだけなのに。状況は処理のためのものではありません。状況は信仰が試される材料です。順番がとても大事です。処理を心配しながら「イエスはキリストです」というのは順番的に違います。根本的に平安をもって「今日死んでも大丈夫」となりましょう。今朝も早天祈祷会でそのような話をしましたが、目の前にばい菌があると分かれば触らない方がよいでしょうが、もし触ったとしても根本的には触らないようにして、触らない理由もあります。けれども、それが絶対ではありません。人間はどうなるかわからないでしょう。もし触ったとしても根本的に私は大丈夫なのだという平安をもってさけるだけで、クリスチャンは触られるとどうにも不安で避けるわけではありません。だから、ばい菌がいてもまずイエスはキリストなのです。あまり細かくいろいろなことにルールをつけて作って神経使ったりしないでください。そうでなくても世の中には気がおかしくなるようなことばかりなのに、自分でわざと作る必要はありません。私はそう信じます。この告白の次に新しくできたルールがあるのですが、その前は本当はルールは入りません。ルールはあればあるほどだめです。人間はそんなに偉い存在ではありません。すべてのルール、健康のためにこうすべきなどは全部でたらめです。常識にすぎません。そのルールに従って健康になったとしても「イエスはキリスト」という告白と神の計画を知らないまま健康であることが幸いでしょうか。どう考えていらっしゃるのでしょうか。
そのときに初めて状況をもって処理ではなく神様の計画を見ようとしてそれが見えてくるようになります。しかも、それは善良な神様の良い計画です。そのときにこの言葉が見えてくるでしょう。「それはあなたがたは知らなくてもよいのではないか。あなたは神なのか。なにがそんなにいちいち処理したがるのか。能力もないのに気にするのか。それは知らなくてもよいでしょう。テーマにしなくてもよいでしょう」。それでやっと処理が中心ではなく、どちらに転ぶかは分からなくても神の国が臨まれることがテーマになります。私は難しい言葉を使わないので、たぶん、皆さんは言葉は全部わかるのですが心から理解できないような顔ばかりです。どこまで私たちの信仰告白が試されるのかというと、まず信仰告白の意味を自分の中で生かさないといけないかというと、「今までは当たり前に処理、処理としていたが、そうではなく神の国が臨まれること。これが基準なのだね。たとえもっと状況が悪くなって神の国が臨まれるのであればそれでよいよ」となるまでです。私たちの望みは処理ではありません。楽な生活ではありません。だから、わざと不便な生活を求めるわけではありません。それが第１のテーマではなく神の国が臨まれることです。世の中は暗闇の力が支配しているのですから、そのときにイエスがキリストですという信仰告白が試されて、それをクリアできた場合にこのように見方が変わってやっと方向を回復するようになります。契約という方向です。その状況の中で処理ではなく、今まで忘れていた自分が本来、福音宣教のために召され、そのために生きるものだという方向が回復するようになります。イエスはキリストですという信仰告白を真っ先にやらないといけません。「でも、ある状況はその告白をするのにあまりにもきついですよ」という状況は存在しません。分かりますか。これが戦いです。そうすると、歯を食いしばって告白し続けると、信仰はしっかり保っていると皆さんが伝道者として召されたことが見えてくるようになるし、それで処理ではなく、神の国が私の人生をとおして臨まれることを課題に握って祈るようになります。だから、これで決まってしまうので祈りに集中できるようになります。これしか祈らないから。なにを祈ればよいのか分かれば。子どもがすくすく成長するようにと祈らないのです。「どうか子どもに神の国が臨まれまして、世界福音化、福音宣教のために用いられるものになるように」と、それが祈りになるでしょう。すべてがそうなります。状況を見る、状況に対処する見方が、ある意味、姿勢が変わります。そのためにこのように癒されるために神様は私たちに様々な状況を許され、ときには嫌だと思うような状況も許され、信仰告白を試していらっしゃいます。よいことを与えるためにです。
そして、その信仰告白を試され状況を見る見方が変わって祈りに集中するようになるでしょう。そうすると、真の奇跡を体験し、奇跡の中を生きる人生になります。そのときの奇跡が本物です。今日の5つのパン、2匹の魚で5千人以上を食べさせられました。今私たちは、もちろん経済の祝福もありますがキリストのパンきれ、キリストをもって大勢の人を食べさせるような奇跡の人生を歩くようになるし、昔、旧約を見るとこの信仰告白が試されてこの見る見方が変わった、そして、祈りが変わる、祈りに集中する、処理のために四方八方するのではなく、主を見上げ祈るようになったときに、岩から泉が出る奇跡を見るようになるし、紅海が分けられる奇跡を見るようになります。これは昔話ではなく、皆さんとかけ離れている話ではありません。すべて皆さんに成就するための預言です。奇跡の主人公です。その奇跡の中の奇跡が何でしょうか。初代教会はこのような信仰告白が試されて「それはあなたがたは知らなくてもよい」と言われ、神の国、福音宣教という契約を握って「そうだ。私はこの契約のために生きる者なのに状況に振り回されこれをさっぱり忘れていたのだね。状況がどうであれこの契約を祈り、この状況の中で神の国が臨まれることによって、この福音宣教の契約が進んで行くようにという願いをもって祈りに専念した結果、絶対、不可能な伝道の門が開かれて迫害の中でローマにまでその伝道の働きが広がっていくようになったのです。伝道の門が開かれたというのは奇跡の中の奇跡です。そのあとはその伝道の門が開かれたラインに沿って、その道を歩いていけばすべて奇跡の奇跡になります。聖書に書いてある2重の戦略というものが全部自分の人生の中で体験できるようになります。どうすればよいのでしょうか。難しい話ではありません。状況の中で処理をテーマにしないで、処理によってうれしい、悲しい、安心、不安となるでしょう。だから、せっかくクリスチャンなのにいつまでたっても捕らわれていくしかありません。処理ではなく、信仰告白が試されるのです。状況は信仰告白を促すものです。これを握って戦ってやってみてください。最初は感情的についていけなくても構いません。信仰の戦いは感情はあとからついてくるものです。その告白にしっかり立っているとひとつひとつ見方が変わるようになります。つまり、今まで捕らわれていたところからどんどん解き放たれ自由になって行くようになり、最終的に本来、キリストを受け入れた人に与えられる最高の祝福、契約の伝道者というアイデンティティを回復するところに立つようになります。それが全部隠れます。皆さんがイエス様を信じた理由は救われる為であると同時に伝道者として生きるためです。自動的にイエス様を信じると伝道者になり、伝道のためのすべての条件、能力、全部が揃うようになります。知らないだけです。だから、祈るようになります。この状況をとおして神の国が臨まれ、福音宣教の契約が進んで行くように祝福してください。そうすると、真の奇跡の主人公になるでしょう。
メッセージをまとめたいと思います。メッセージをただ良い話だと聞かないで、今まで皆さんは生まれたときから神から離れ偶像の文化や神を信じない雰囲気の中で生きてきたので、その中で当たり前になっているものがあるということを前提にして、聖書のメッセージはそれをひっくり返すものだと覚えて、「今日は何だろう。ひっくり返るところは何だろう」という思いで聞いてください。今日は状況は処理がテーマでなく信仰告白が試されるのです。イエスはキリストですという信仰告白に立っていると今まで処理によって左右されたものがどっちに処理されても構わないという丈夫なものになります。それから、テーマが福音宣教の方に行くようになります。神の国が臨まれることの方に行くようになります。主に任せるようになります。その結果、奇跡が見えるようになります。これを聞いただけでなく、今も皆さんは様々な状況、悩みの状況、不安な状況、心配な状況などいろいろあると思います。実際的にすべての状況の前で皆さんは受験生の姿勢を持ってください。テストです。いつも受験生です。合格しないといけません。これは脱落させるためでなく、次に進んで行くためにはここをクリアしないといけません。神様はより上のものを与えるためにテストするのです。今の状況はそういう状況です。皆さん、悲しい状況でしょうか。悲しまないでイエスはキリストと告白してみてください。そして、いつもどのような状況であっても受験生の姿勢を持つようにしてください。受験生はしっかり問題を解かないといけませんね。それでもキリスト、それでキリスト、結局キリストをただのキャッチコピーでなく実際的に皆さんに与えられている状況の中で戦ってみてください。
それから、その信仰告白をさせることによって、そのまえにあった皆さんを束縛しているすべてのものを全部取りはがして投げ出すようにしてください。どういうものであっても。先ほども少し申し上げましたように、皆さんなりに「こうしなくちゃ。こうならなきゃ」といういろいろな自分の意見、ルールなどをいっぱい持っています。それは全部、皆さんを束縛するものです。全部、投げ出すようにしてなにものにも捕らわれる必要がありません。今までの基準は基準ではありません。皆さんは小さいときからルールがあってルールを正しく守る、細かく守る人こそ良い人だと洗脳されているので、中々、ぬぐいきれないかもしれません。皆さんの内側で改革が必要です。イエスがキリストだという告白ができていないのに、ルールがあればあるほどその人首を絞めるだけです。これを勘違いして放蕩息子みたいに何でもありという意味ではありません。キリストにある新しい聖霊の導き、世界福音化、伝道を基準、軸にする新しいルールがあります。でも、イエスはキリストである告白ができないと理解できません。他のなにかが新しいルールを邪魔するのではないでしょうか。皆さんを不安にさせるのは皆さんが持っているルールではないでしょうか。お金がないとだめだとだれが決めたのでしょう。お金がないと不便でしょうがだめなのでしょうか。神様がいらっしゃらなければそうなのかもしれませんが、世の中の人、神様がいない人でもそうではないという人が偉い人の中にいます。神がともにおられればお金がないからダメというのはないでしょう。そのように様々なことに私たちは束縛されています。全部、解き放ってください。結婚しないとだめでしょうか。できるだけ結婚してください。レムナントのため、福音宣教のために。でも、福音宣教のためにしないほうがよさそうならしなくても結構なのです。それが新約のパウロの説教です。神様が必ず創世記で結婚という制度を作ったのでだれでも結婚しないといけない。それはその時の話で、罪を犯したあと、旧約を経てキリストが来られ世界福音化の時代になり、それが終わるときに新しい天と地が始まります。そのときまでは話は違います。福音宣教がすべての基準になります。福音宣教のためであればヨブのように持っている財産を全部奪われる場合もあります。その2倍が与えられる場合もあります。どちらにしても構いません。私は福音宣教のために生きていきます。それを邪魔するルールなどは全部取ってしまいましょう。

それから、皆さん、どのような状況にあってもキリスト、イエスによって、その告白をすることによってまず、祝福の自分を回復しないといけません。皆さんはただの祝福の人ではなく、契約の民です。そのようなアイデンティティを必ず回復して、皆さんが先ほども話したようになにを祈るのかというと処理でなく、処理に右往左往、処理に左右される人生を終わりにして「神の国が臨まれるように、暗闇の力が砕かれて神が統治なさるように神に任せます。神が臨まれることが起きるように」と祈るようにしてください。それで残りの生涯、奇跡の主人公として歩いて行っていただきたいと思います。実際的に受験生としてテストに臨んでいただきたいと思います。この受験は高校3年生だけではありません。年と関係ありません。国と関係ありません。クリスチャンであればだれにでも状況をとおしてこの受験が与えられます。皆さんは幸せな受験生です。お祈りします。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。世の中で生きる間、様々な状況にぶつかるようになります。今まではよいか悪いか、処理できたかどうか関係なく、状況に振り回される人生に束縛されていました。どうか神の恵みによってイエス・キリストを受け入れたので、それは信仰告白が試される場面であることを約束として握って、実際的にイエスがキリストですと言う告白を処理の前に真っ先に告白してクリアして、その受験に合格して奇跡を見る主人公になるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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